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赤
羽
雄
一
『
藤
根
吉
春
小
伝
』
刊
行
年
不
詳

秋
永
芳
郎
『
反
逆
と
祈
り
―
内
村
鑑
三
の
青
年
時
代
―
』
読
売
新
聞
社
、
一
九
七
〇
年

浅
田
英
祺
『
広
井
勇
と
そ
の
弟
子
岡
崎
文
吉
―
工
学
の
原
理
と
技
術
の
原
点
―
』
河
川
情
報
セ
ン
タ
ー
、
一
九
九
六
年

浅
田
英
祺
『
広
井
勇
の
世
界
』
北
海
道
開
発
局
小
樽
開
発
建
設
部
小
樽
港
湾
建
設
事
務
所
、
一
九
九
九
年

阿
部
行
蔵
『
若
き
内
村
鑑
三
』
中
央
公
論
社
、
一
九
四
九
年

有
江
幹
男
『
楡
の
学
び
舎
で
』
一
九
九
五
年

有
島
武
郎
『
日
記
』（『
有
島
武
郎
全
集
』
第
１１
巻
）
叢
文
閣
、
一
九
二
五
年

有
島
武
郎
研
究
会
『
有
島
武
郎
と
キ
リ
ス
ト
教
』（『
有
島
武
郎
研
究
叢
書
』
第
７
集
）
右
文
書
院
、
一
九
九
五
年

有
島
寮
寮
誌
編
纂
委
員
会
『
白
樺
―
北
海
道
大
学
大
学
院
有
島
寮
閉
寮
記
念
誌
―
』
一
九
八
三
年

有
馬
英
二
『
わ
が
七
十
七
年
の
歩
み
』
一
九
六
一
年

井
口
朝
生
『
新
渡
戸
稲
造
―
物
語
と
史
蹟
を
た
ず
ね
て
―
』
成
美
堂
出
版
、
一
九
八
四
年

池
上
重
康
『
農
学
部
校
舎
建
築
図
面
集
―
後
期
札
幌
農
学
校
お
よ
び
東
北
帝
国
農
科
大
学
（
一
八
九
九
〜
一
九
一
七
）
―
』
一
九
九
七
年

池
上
淳
之
『
橋
本
左
五
郎
と
漱
石
』
一
九
九
八
年

池
上
淳
之
『
改
訂
橋
本
左
五
郎
と
漱
石
』
二
〇
〇
〇
年

石
井
満
『
千
石
興
太
郎
伝
』
産
業
組
合
新
聞
社
、
一
九
三
九
年

石
井
満
『
新
渡
戸
稲
造
伝
』
関
谷
書
店
、
一
九
三
四
年
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石
川
俊
夫
『
巖
鷲
寮
創
立
五
十
周
年
記
念
誌
』
上
篇
、
中
篇
、
下
篇
、
一
九
八
三
、
一
九
八
四
、
一
九
八
七
年

井
尻
正
二
他
編
『
氷
雪
に
甦
り
氷
雪
に
消
ゆ
―
一
天
才
的
地
質
学
者
の
思
い
出
―
』
築
地
書
房
、
一
九
八
五
年

石
上
玄
一
郎
『
太
平
洋
の
橋
―
新
渡
戸
稲
造
君
伝
―
』
講
談
社
、
一
九
六
八
年

石
上
玄
一
郎
『
牧
口
常
三
郎
と
新
渡
戸
稲
造
』
第
三
文
明
社
、
一
九
九
三
年

伊
藤
清
蔵
『
南
米
に
農
牧
三
十
年
』
宮
越
太
陽
堂
、
一
九
五
六
年

伊
藤
み
さ
子
『
病
か
ら
の
自
由
を
求
め
て
―
伊
藤
薫
二
先
生
回
想
記
―
』
一
九
七
八
年

伊
藤
俊
夫
『
大
学
生
活
四
十
五
年
の
回
顧
』
一
九
八
二
年

今
村
成
和
『
時
は
流
れ
て
』
北
海
道
大
学
図
書
刊
行
会
、
一
九
八
六
年

今
村
成
和
『
北
大
百
年
前
後
』
北
海
道
大
学
図
書
刊
行
会
、
一
九
八
一
年

岩
崎
行
義
『
岩
崎
行
親
』
一
九
七
四
年

岩
沢
健
蔵
『
北
大
歴
史
散
歩
』
北
海
道
大
学
図
書
刊
行
会
、
一
九
八
六
年

宇
井
郁
夫
『
志
賀
重
�
・
人
と
足
跡
』
現
代
フ
ォ
ル
ム
、
一
九
九
一
年

上
田
誠
吉
『
あ
る
北
大
生
の
受
難
―
国
家
秘
密
法
の
爪
痕
―
』
朝
日
新
聞
社
、
一
九
八
七
年

臼
田
斌
『
新
渡
戸
稲
造
先
生
―
そ
の
人
と
事
業
―
』
一
九
六
七
年

内
川
永
一
朗
『
永
遠
の
青
年
―
新
渡
戸
稲
造
―
』
新
渡
戸
稲
造
基
金
、
二
〇
〇
二
年

内
村
鑑
三
『
余
は
如
何
に
し
て
基
督
信
徒
と
な
り
し
乎
』
岩
波
書
店
、
一
九
三
八
年

内
村
鑑
三
、
北
海
道
大
学
附
属
図
書
館
北
方
資
料
室
編
『
内
村
鑑
三
書
簡
』
１
〜
５
、
北
海
道
大
学
附
属
図
書
館
、
一
九
九
三
年

内
村
鑑
三
、
山
本
泰
次
郎
訳
編
『
宮
部
博
士
あ
て
の
書
簡
に
よ
る
内
村
鑑
三
』
東
海
大
学
出
版
部
、
一
九
五
〇
年

江
原
小
彌
太
『
伊
藤
一
隆
』
一
九
三
〇
年

蝦
名
賢
造
『
札
幌
農
学
校
』
図
書
出
版
社
、
一
九
八
〇
年

蝦
名
賢
造
『
札
幌
農
学
校
―
日
本
近
代
精
神
の
源
流
―
』（『
蝦
名
賢
造
北
海
道
著
作
集
』
４
）
新
評
論
、
一
九
九
一
年

蝦
名
賢
造
『
新
渡
戸
稲
造
―
日
本
の
近
代
化
と
太
平
洋
問
題
―
』
新
評
論
、
一
九
八
六
年

逢
坂
信
�
『
荒
井
郁
之
助
伝
―
北
海
道
教
育
の
先
駆
者
―
』
北
海
タ
イ
ム
ス
社
、
一
九
六
七
年

逢
坂
信
�
『
再
版
ク
ラ
ー
ク
先
生
詳
伝
』
ク
ラ
ー
ク
記
念
会
、
一
九
六
五
年
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応
用
化
学
科
の
４０
年
編
集
委
員
会
『
北
大
工
学
部
応
用
化
学
科
の
４０
年
』
一
九
八
〇
年

大
賀
悳
二
先
生
追
想
集
刊
行
会
『
大
賀
悳
二
先
生
追
想
集
』
一
九
七
四
年

大
島
正
健
著
、
大
島
正
満
、
大
島
智
夫
補
訂
『
ク
ラ
ー
ク
先
生
と
そ
の
弟
子
た
ち
』
教
文
館
、
一
九
九
三
年

大
島
正
満
『
水
産
界
の
先
駆

伊
藤
一
隆
と
内
村
鑑
三
』
北
水
協
会
、
一
九
六
三
年

太
田
文
平
『
中
谷
宇
吉
郎
の
生
涯
』
学
生
社
、
一
九
七
七
年

太
田
雄
三
『
ク
ラ
ー
ク
の
一
年
』
昭
和
堂
、
一
九
七
九
年

大
貫
将
『
千
石
興
太
郎
』
協
同
組
合
懇
話
会
、
一
九
五
四
年

大
野
精
七
伝
記
編
集
委
員
会
『
大
野
精
七
の
歩
み
』
一
九
八
一
年

大
野
精
七
『
北
海
道
の
ス
キ
ー
と
共
に
』
一
九
七
一
年

大
村
卓
一
追
悼
録
編
纂
会
『
大
村
卓
一
』
刊
行
年
不
詳

大
山
綱
夫
『
札
幌
農
学
校
の
キ
リ
ス
ト
者
』
恵
泉
女
学
園
短
期
大
学
、
一
九
九
七
年

岡
吉
寿
『
宮
崎
道
正
伝
』
一
九
三
一
年

岡
田
虎
輔
『
故
栃
内
壬
五
郎
追
悼
集
』
三
省
堂
、
一
九
三
八
年

奥
田
義
正
『
青
年
寄
宿
舎
五
十
年
史
』
一
九
四
九
年

小
熊
捍
『
虫
の
進
軍
』
北
方
出
版
社
、
一
九
四
六
年

お
し
ょ
ろ
丸
記
念
誌
出
版
委
員
会
『
揺
籃
―
お
し
ょ
ろ
丸
Ⅲ
世
記
念
誌
―
』
一
九
九
七
年

小
野
兼
基
著
、
小
野
基
樹
編
『
小
野
兼
基
自
叙
伝
』
一
九
三
九
年

葛
西
勝
弥
博
士
追
憶
集
刊
行
会
『
葛
西
勝
弥
博
士
追
憶
集
』
一
九
五
一
年

風
巻
景
次
郎
『
戦
後
日
記
・
書
簡
』（『
風
巻
景
次
郎
全
集
』
第
１０
巻
）
桜
楓
社
、
一
九
七
一
年

亀
井
秀
雄
、
松
木
博
編
『
朝
天
虹
ヲ
吐
ク
―
志
賀
重
�
『
在
札
幌
農
学
校
第
貳
年
期
中
日
記
』
―
』
北
海
道
大
学
図
書
刊
行
会
、
一
九
九
八
年

唐
牛
健
太
郎
追
想
集
刊
行
会
『
唐
牛
健
太
郎
追
想
集
』
一
九
八
六
年

北
菱
ク
ラ
ブ
『
北
大
ラ
グ
ビ
ー
部
創
立
六
十
周
年
記
念
誌

一
九
二
四
―
一
九
八
四
』
一
九
八
八
年

教
室
開
講
６０
周
年
記
念
誌
編
集
委
員
会
『
光
雪
と
と
も
に
―
教
室
開
講
６０
周
年
記
念
誌
―
』
北
海
道
大
学
医
学
部
産
婦
人
科
学
教
室
、
一
九
八
五
年

救
仁
郷
繁
『
北
大
文
武
会
事
件
の
回
想
―
一
九
二
八
年
の
全
学
ス
ト
ラ
イ
キ
の
記
録
―
』
み
や
ま
書
房
、
一
九
八
一
年
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黒
島
振
重
郎
『
青
年
寄
宿
舎
創
立
百
周
年
記
念
誌
』
一
九
九
九
年

黒
百
合
会
『
黒
百
合
会
七
十
周
年
記
念
誌
』
一
九
七
九
年

恵
迪
寮
寮
史
編
纂
委
員
会
『
恵
迪
寮
史
』
一
九
三
三
年

恵
迪
寮
同
窓
会
文
集
編
集
委
員
会
『
恵
迪
の
青
春
―
エ
ル
ム
の
樹
蔭
で
―
』
一
九
八
六
年

工
学
部
土
木
一
期
会
『
北
大
工
学
部
土
木
の
源
流
』
一
九
八
七
年

神
埜
努
『
柳
本
通
義
の
生
涯
―
ク
ラ
ー
ク
の
直
弟
子
札
幌
農
学
校
第
一
期
生
―
』
共
同
文
化
社
、
一
九
九
五
年

公
判
闘
争
記
録
刊
行
委
員
会
『
１１
・
８
裁
判
闘
争
記
録
Ⅰ
―
本
部
決
死
隊
公
判
冒
頭
陳
述
集
―
』
一
九
七
一
年

公
判
闘
争
記
録
刊
行
委
員
会
『
１１
・
８
裁
判
闘
争
記
録
Ⅱ
―
本
部
決
死
隊
公
判
冒
頭
陳
述
集
―
』
一
九
七
一
年

公
判
闘
争
記
録
刊
行
委
員
会
『
１１
・
８
裁
判
闘
争
記
録
Ⅲ
―
本
部
決
死
隊
公
判
冒
頭
陳
述
集
―
』
一
九
七
一
年

古
潭
会
『
ほ
う
じ
ゅ
ん
―
鈴
木
醇
先
生
の
思
い
出
集
―
』
刊
行
年
不
詳

故
広
井
工
学
博
士
記
念
事
業
会
『
工
学
博
士
広
井
勇
伝
』
工
事
画
報
社
、
一
九
三
〇
年

財
団
法
人
札
幌
荘
内
寮
『
札
幌
荘
内
寮
の
あ
ゆ
み
』
一
九
六
三
年

財
団
法
人
札
幌
荘
内
寮
『
荘
内
寮
と
星
野
』
一
九
六
九
年

財
団
法
人
杉
野
目
記
念
会
『
北
大
百
年
と
ク
ラ
ー
ク
精
神
』
一
九
七
七
年

斉
藤
亮
一
『
想
い
は
恵
迪
よ
永
遠
に
―
北
海
道
大
学
恵
迪
寮
閉
寮
写
真
集
―
』
ス
タ
ジ
オ
・
マ
イ
出
版
局
、
一
九
八
四
年

坂
村
徹
先
生
の
追
想
文
集
刊
行
会
『
坂
村
徹
先
生
の
追
想
』
開
成
出
版
、
一
九
八
二
年

作
道
好
男
、
江
藤
武
人
『
北
海
道
大
学
百
年
史
』
財
界
評
論
新
社
、
一
九
七
六
年

札
幌
遠
友
夜
学
校
『
札
幌
遠
友
夜
学
校
』
一
九
六
四
年

札
幌
遠
友
夜
学
校
創
立
百
年
記
念
事
業
会
『
札
幌
遠
友
夜
学
校
資
料
集
』
一
九
九
五
年

札
幌
遠
友
夜
学
校
創
立
百
年
記
念
事
業
会
『
思
い
出
の
遠
友
夜
学
校
』
北
海
道
新
聞
社
、
一
九
九
五
年

札
幌
工
学
同
窓
会
『
８０
周
年
記
念

同
窓
の
経
歴
集
』
一
九
七
二
年

札
幌
市
教
育
委
員
会
文
化
資
料
室
『
時
計
台
』（
さ
っ
ぽ
ろ
文
庫
６
）
北
海
道
新
聞
社
、
一
九
七
八
年

札
幌
市
教
育
委
員
会
文
化
資
料
室
『
遠
友
夜
学
校
』（
さ
っ
ぽ
ろ
文
庫
１８
）
北
海
道
新
聞
社
、
一
九
八
一
年

札
幌
市
教
育
委
員
会
文
化
資
料
室
『
新
渡
戸
稲
造
』（
さ
っ
ぽ
ろ
文
庫
３４
）
北
海
道
新
聞
社
、
一
九
八
五
年
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札
幌
市
教
育
委
員
会
文
化
資
料
室
『
農
学
校
物
語
』（
さ
っ
ぽ
ろ
文
庫
６１
）
北
海
道
新
聞
社
、
一
九
九
二
年

札
幌
動
物
学
雑
誌
会
『
札
幌
博
物
館
案
内
』
一
九
一
〇
年

札
幌
同
窓
会
創
立
百
周
年
記
念
事
業
出
版
編
集
委
員
会
『
札
幌
同
窓
会
の
百
年
』
一
九
八
七
年

札
幌
農
学
校

L
’Institut

A
gronom

ique
de

Sapporo,
Japan

一
九
〇
〇
年

札
幌
農
学
校
『
札
幌
農
学
校
創
立
廿
五
年
記
念
』
一
九
〇
一
年

札
幌
農
学
校
学
芸
会
『
札
幌
農
学
校
』
北
海
道
大
学
図
書
刊
行
会
、
一
九
七
五
年

札
幌
農
学
校
基
督
教
青
年
会
、
札
幌
基
督
教
青
年
会
『
札
幌
之
栞
』
一
九
〇
五
年

佐
藤
憲
三
『
国
立
大
学
財
政
制
度
史
考
』
一
九
六
四
年

佐
藤
全
弘
編
『
宮
部
金
吾
宛
新
渡
戸
稲
造
書
簡
再
補
遺
』
刊
行
年
不
詳

佐
藤
全
弘
編
『
現
代
に
生
き
る
新
渡
戸
稲
造
』
教
文
館
、
一
九
八
八
年

佐
藤
全
弘
『
新
渡
戸
稲
造
―
生
涯
と
思
想
―
』
キ
リ
ス
ト
教
図
書
出
版
社
、
一
九
八
〇
年

佐
藤
全
弘
『
新
渡
戸
稲
造
の
信
仰
と
理
想
』
教
文
館
、
一
九
八
五
年

佐
藤
全
弘
『
新
渡
戸
稲
造
の
世
界
―
人
と
思
想
と
働
き
―
』
教
文
館
、
一
九
九
八
年

佐
藤
昌
彦
他
編
・
訳
『
ク
ラ
ー
ク
の
手
紙
―
札
幌
農
学
校
生
徒
と
の
往
復
書
簡
―
』
北
海
道
出
版
企
画
セ
ン
タ
ー
、
一
九
八
六
年

佐
藤
昌
彦
『
佐
藤
昌
介
と
そ
の
時
代
』
東
京
玄
文
社
、
一
九
四
八
年

佐
藤
雅
英
『“B

oys,
be

am
bitious!”

―
北
海
道
大
学
旧
恵
迪
寮
写
真
集
―
』
北
海
道
新
聞
社
、
一
九
八
七
年

佐
藤
幸
雄
『
北
大
陸
上
競
技
史

一
八
七
八
―
一
九
九
〇
』
一
九
九
〇
年

佐
渡
谷
重
信
『
評
伝
有
島
武
郎
』
研
究
社
出
版
、
一
九
七
八
年

志
賀
重
�
『
札
幌
在
学
日
記
』
上
、
下
（『
志
賀
重
�
全
集
』
第
７
、８
巻
）
一
九
二
八
〜
一
九
二
九
年

志
賀
重
�
『
私
の
学
生
時
代
』（『
志
賀
重
�
全
集
』
第
８
巻
）
一
九
二
九
年

自
分
史
『
北
大
法
経
学
部
』
編
集
委
員
会
『
自
分
史
に
見
る
「
北
大
法
経
学
部
」』
エ
ム
・
ケ
イ
商
会
、
一
九
九
一
年

島
善
鄰
先
生
生
誕
百
年
記
念
事
業
発
起
人
会
『
島
善
鄰
先
生
生
誕
百
年
記
念
誌
―
平
成
元
年
八
月
二
十
六
日
―
』
一
九
八
九
年

霜
島
茂
『
楡
影
の
日
々
』
一
九
九
三
年

ジ
ョ
ー
ジ
・
オ
ー
シ
ロ
『
新
渡
戸
稲
造
―
国
際
主
義
の
開
拓
者

名
誉
努
力
義
務
―
』
中
央
大
学
出
版
部
、
一
九
九
二
年
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ジ
ョ
ン
・
エ
ム
・
マ
キ
著
、
高
久
真
一
訳
『
ク
ラ
ー
ク

そ
の
栄
光
と
挫
折
』
北
海
道
大
学
図
書
刊
行
会
、
一
九
七
八
年

須
々
木
邦
造
『
札
幌
基
督
教
会
歴
史
』
一
八
九
五
年

鈴
木
限
三
『
白
堊
校
舎
の
新
し
き
こ
ろ
』
新
樹
社
、
一
九
七
〇
年

鈴
木
醇
先
生
記
念
出
版
会
『
鈴
木
醇
―
人
と
そ
の
背
景
―
』
一
九
七
三
年

鈴
木
範
久
『
内
村
鑑
三
と
そ
の
時
代
―
志
賀
重
�
と
の
比
較
―
』
日
本
基
督
教
団
出
版
局
、
一
九
七
五
年

砂
川
萬
里
『
内
村
鑑
三
・
新
渡
戸
稲
造
』
東
海
大
学
出
版
会
、
一
九
六
五
年

青
春
の
北
大
恵
迪
寮
編
集
委
員
会
『
青
春
の
北
大
恵
迪
寮
―
写
真
で
綴
る
百
十
余
年
―
』
一
九
九
一
年

桑
園
学
寮
閉
寮
委
員
会
『
桑
園
学
寮
』
一
九
八
三
年

外
山
敏
雄
『
札
幌
農
学
校
と
英
語
教
育
―
英
学
史
研
究
の
視
点
か
ら
―
』
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
二
年

大
学
総
合
研
究
シ
リ
ー
ズ
企
画
編
集
委
員
会
『
北
海
道
大
学
総
合
研
究
―
そ
の
歴
史
・
学
生
生
活
・
就
職
先
・
入
試
ほ
か
―
』
日
本
リ
ク
ル
ー
ト
セ
ン
タ
ー
出

版
部
、
一
九
八
〇
年

大
学
村
親
和
会
、
北
大
住
宅
委
員
会
『
大
学
村
建
設
記
念
誌
』
北
海
道
大
学
住
宅
員
会
、
一
九
五
一
年

高
井
宗
広
『
私
の
捉
え
得
た
北
大
―
札
幌
農
学
校
か
ら
１２５
周
年
間
際
の
北
大
ま
で
―
』
二
〇
〇
〇
年

高
岡
熊
雄
回
想
録
編
集
委
員
会
『
時
計
台
の
鐘
』
楡
書
房
、
一
九
五
六
年

鷹
部
屋
福
平
『
ペ
ン
と
ラ
ケ
ッ
ト
』
東
海
大
学
出
版
会
、
一
九
七
一
年

高
山
亮
二
『
有
島
武
郎
の
思
想
と
文
学
―
ク
ロ
ポ
ト
キ
ン
を
中
心
に
―
』
明
治
書
院
、
一
九
九
三
年

武
田
勝
男
（
北
海
道
帝
国
大
学
医
学
部
病
理
学
教
室
）『
今
博
士
還
暦
記
念
誌
』
一
九
三
九
年

田
中
潜
『
有
島
武
郎
と
そ
の
時
代
』（『
有
島
武
郎
記
念
誌
』
１
）
有
島
武
郎
記
念
館
、
一
九
六
一
年

田
中
潜
『
有
島
武
郎
と
札
幌
』（『
有
島
武
郎
記
念
誌
』
２
）
有
島
武
郎
記
念
館
、
一
九
六
三
年

民
亮
一
、
藪
田
照
巳
他
『
瓔
珞
み
が
く
石
狩
の
―
北
海
道
大
学
法
経
学
部
第
１
期
卒
業
５０
周
年
記
念
誌
―
』
二
〇
〇
一
年

佃
稔
『
２０
世
紀
最
後
の
札
幌
大
集
会
―
北
大
恵
迪
寮
同
窓
会
報
告
集
・
二
〇
〇
〇
・
六
・
一
七
―
』
二
〇
〇
〇
年

東
京
エ
ル
ム
会
『
ク
ラ
ー
ク
精
神
と
北
大
東
京
同
窓
会
三
十
年
の
歩
み
』
金
剛
出
版
、
一
九
七
五
年

東
京
エ
ル
ム
会
寮
歌
委
員
会
『
瓔
珞
み
が
く
』
栄
光
出
版
社
、
一
九
七
〇
年

東
京
女
子
大
学
新
渡
戸
稲
造
研
究
会
『
新
渡
戸
稲
造
研
究
』
春
秋
社
、
一
九
六
九
年
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東
北
帝
国
大
学
農
科
大
学

A
m

erican
influence

upon
the

agriculture
of

H
okkaido,

Japan
.

1915.
東
北
帝
国
大
学
農
科
大
学

A
historical

sketch
of

the
C

ollege
of

A
griculture,

T
ohoku

Im
perial

U
niversity.

1915.
東
北
帝
国
大
学
農
科
大
学
文
武
会
学
芸
部
『
東
北
帝
国
大
学
農
科
大
学
』
一
九
一
〇
年

栃
内
信
男
『
エ
ル
ム
の
森
の
労
働
歌
』
一
九
八
五
年

土
肥
昭
夫
『
内
村
鑑
三
』
日
本
基
督
教
団
出
版
部
、
一
九
六
二
年

鳥
居
清
治
訳
注
『
新
渡
戸
稲
造
の
手
紙
』
北
海
道
大
学
図
書
刊
行
会
、
一
九
七
六
年

永
井
秀
夫
（
代
表
者
）『
日
本
近
代
史
に
お
け
る
札
幌
農
学
校
の
研
究
』
科
学
研
究
費
研
究
成
果
報
告
書
、
一
九
八
〇
年

中
浦
皓
至
『
日
本
ス
キ
ー
・
も
う
ひ
と
つ
の
源
流
―
明
治
四
五
年
北
海
道
―
』
北
海
道
大
学
図
書
刊
行
会
、
一
九
九
九
年

中
島
九
郎
『
佐
藤
昌
介
』
川
崎
書
店
新
社
、
一
九
五
六
年

中
谷
宇
吉
郎
、
木
田
金
次
郎
『
北
海
道
』
中
外
書
房
、
一
九
六
〇
年

中
谷
宇
吉
郎
『
ゆ
か
り
の
地
』
中
谷
宇
吉
郎
雪
の
科
学
館
友
の
会
、
二
〇
〇
〇
年

中
谷
宇
吉
郎
雪
の
科
学
館
『
中
谷
宇
吉
郎
雪
の
物
語
』
一
九
九
四
年

新
潟
寮
寮
友
会
『
新
潟
寮
と
伊
藤
誠
哉
先
生
』
一
九
六
六
年

新
渡
戸
稲
造
編
『
横
山
壮
次
郎
君
』
一
九
一
〇
年

新
渡
戸
稲
造
『
故
農
学
士
藤
田
九
三
郎
君
小
伝
』
江
草
斧
太
郎
、
一
八
九
六
年

新
渡
戸
稲
造
先
生
没
後
五
十
周
年
記
念
事
業
委
員
会
『
新
渡
戸
稲
造
―
新
渡
戸
稲
造
先
生
没
後
５０
周
年
記
念
誌
―
』
一
九
八
三
年

農
林
中
央
金
庫
札
幌
支
店
『
有
島
寮
物
語
』
一
九
八
六
年

秦
育
三
、佐
々
木
惣
二
郎
、背
戸
田
信
男『
五
月
雨
煙
る
ビ
ロ
ー
ド
の
―
北
海
道
大
学
農
学
部
附
属
農
林
専
門
部
農
科
昭
和
二
十
三
年
卒
業
五
十
周
年
記
念
誌
―
』

一
九
九
八
年

花
井
等
『
国
際
人
新
渡
戸
稲
造
―
武
士
道
と
キ
リ
ス
ト
教
―
』
広
池
学
園
出
版
部
、
一
九
九
四
年

花
巻
新
渡
戸
記
念
館
『
新
渡
戸
稲
造
と
三
友
―
佐
藤
昌
介
／
内
村
鑑
三
／
宮
部
金
吾
―
』
一
九
九
八
年

馬
場
宏
明
『
大
志
の
系
譜
―
一
高
と
札
幌
農
学
校
―
』
北
泉
社
、
一
九
九
八
年

林
善
茂
『
内
村
鑑
三
と
新
渡
戸
稲
造
』
北
大
季
刊
刊
行
会
、
一
九
五
八
年

原
田
朗
『
荒
井
郁
之
助
』（
人
物
叢
書
）
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
四
年
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原
田
一
典
『
開
拓
』（『
お
雇
い
外
国
人
』
１３
）
鹿
島
出
版
会
、
一
九
七
五
年

原
田
三
夫
『
思
い
出
の
七
十
年
』
誠
文
堂
新
光
社
、
一
九
六
六
年

東
晃
『
雪
と
氷
の
科
学
者
・
中
谷
宇
吉
郎
』
北
海
道
大
学
図
書
刊
行
会
、
一
九
九
七
年

藤
井
武
治
（
北
海
道
大
学
水
産
学
部
）『
北
大
水
産
学
部
練
習
船
お
し
ょ
ろ
丸
三
十
周
年
記
念
誌
』
一
九
五
七
年

文
武
会
学
芸
部
『
東
北
帝
国
大
学
農
科
大
学
』
一
九
一
〇
年

法
・
文
・
経
学
部
創
基
５０
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
『
ほ
う
・
ぶ
ん
・
け
い
５０
年

一
九
四
七
―
一
九
九
七
』
一
九
九
七
年

北
学
寮
閉
寮
記
念
委
員
会
『
北
学
寮
―
青
春
の
ひ
と
こ
ま
―
』
一
九
八
四
年

北
大
Ｂ
Ｂ
Ａ
会
、
能
勢
之
彦
『
北
海
道
の
青
春
―
北
大
８０
年
の
歩
み
と
Ｂ
Ｂ
Ａ
の
４０
年
―
』
は
る
書
房
、
二
〇
〇
〇
年

北
大
医
学
部
癌
研
創
立
１０
周
年
記
念
会
『L

A
K

A
N

C
E

R
O

北
大
医
学
部
癌
研
１０
周
年
記
念
誌
』
一
九
七
二
年

北
大
医
学
部
３０
期
同
期
会
『Z

E
H

N
JA

H
R

E

―
北
大
医
学
部
３０
期
卒
業
１０
周
年
記
念
誌
―
』
一
九
六
六
年

北
大
医
学
部
３４
期
『
還
暦
』
記
念
誌
『
じ
じ
ゅ
ん
﹇
耳
順
﹈
―
北
大
医
学
部
３４
期
「
還
暦
」
記
念
誌
―
』
一
九
九
四
年

北
大
医
学
部
創
立
６０
周
年
記
念
写
真
集
出
版
委
員
会
『
写
真
集
医
学
部
６０
年
の
歩
み
―
一
九
一
九
―
一
九
七
九

T
he

Sixtieth
A

nniversary
H

okkaido
U

ni-

versity
School

of
M

edicine

―
』
一
九
八
三
年

北
大
医
学
部
五
十
年
史
編
纂
委
員
会
『
北
大
医
学
部
五
十
年
史

一
九
一
九
―
一
九
六
九
』
一
九
七
四
年

北
大
医
専
史
誌
編
集
委
員
会
『
北
大
医
学
専
門
部
史
誌

終
校
３５
周
年
記
念
』
一
九
八
六
年

北
大
医
学
部
附
属
看
護
学
校
『
北
海
道
大
学
医
学
部
附
属
看
護
学
校
３０
周
年
記
念
誌
』
一
九
七
八
年

北
大
医
学
部
附
属
病
院
神
経
内
科
『
北
海
道
大
学
医
学
部
附
属
病
院
神
経
内
科
開
設
５
周
年
記
念
誌
』
一
九
九
三
年

北
大
応
援
団
『
応
援
団
史
』
一
九
七
八
年

北
大
恵
迪
寮
『
北
大
寮
歌
集
』
北
海
道
大
学
図
書
刊
行
会
、
一
九
七
六
年

北
大
恵
迪
寮
閉
寮
記
念
文
集
編
集
委
員
会
『
恵
迪
寮
よ
永
遠
に
―
北
大
恵
迪
寮
閉
寮
記
念
文
集
―
』
一
九
八
二
年

北
大
啓
徳
寮
閉
寮
記
念
事
業
会
『
し
ら
か
ば
―
北
大
啓
徳
寮
閉
寮
記
念
誌
―
』
一
九
七
四
年

北
大
交
響
楽
団
Ｏ
Ｂ
会
『
北
海
道
大
学
交
響
楽
団
７０
年
史
―
（
一
九
二
一
〜
一
九
九
一
）
―
』
一
九
九
三
年

北
大
工
学
部
五
十
年
史
編
集
刊
行
委
員
会
『
北
大
工
学
部
五
十
年
史
』
一
九
八
〇
年

北
大
工
学
部
７５
年
史
編
集
刊
行
委
員
会
『
北
大
工
学
部
七
十
五
年
史
』
一
九
九
九
年
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北
大
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
『
北
大
サ
ッ
カ
ー
部
５０
年
史

一
九
二
三
―
一
九
七
五
』
一
九
七
七
年

北
大
史
学
科
学
生
一
同
、
北
大
史
学
科
同
窓
会
、
北
大
史
学
会
『
北
大
史
学
科
史
学
会
小
史
―
藤
井
教
授
問
題
を
中
心
と
し
て
―
』
一
九
五
六
年

北
大
女
子
寮
閉
寮
記
念
委
員
会
『
女
子
寮

一
九
五
三
年
一
〇
月
〜
一
九
八
四
年
三
月
閉
寮
記
念
文
集
』
一
九
八
四
年

北
大
水
産
学
部
七
十
五
年
史
出
版
専
門
委
員
会
『
北
大
水
産
学
部
七
十
五
年
史
』
一
九
八
二
年

北
大
ス
キ
ー
部
七
十
年
史
編
集
委
員
会
『
北
海
道
大
学
ス
キ
ー
部
七
十
年
史
』
一
九
八
二
年

北
大
生
協
創
立
二
十
五
年
記
念
誌
編
集
委
員
会
『
北
大
生
協
創
立
廿
五
年
史
』
一
九
七
五
年

北
大
山
の
会
『
北
大
山
岳
部
五
十
周
年
記
念
誌
』
一
九
七
九
年

北
大
楡
陵
会
『
楡
陵
―
北
大
予
科
農
類
修
了
５０
年
記
念
誌
―
』
一
九
九
七
年

北
大
予
科
桜
星
会
６８
期
会
『
北
大
予
科
閉
校
３０
周
年
記
念
誌
』
一
九
八
二
年

北
大
予
科
桜
星
会
６８
期
会
『
北
大
予
科
閉
校
４０
周
年
記
念
誌
』
一
九
九
三
年

北
大
予
科
野
球
部
『
野
球
部
誌
』
一
九
四
九
年

北
大
理
学
部
五
十
年
史
編
纂
委
員
会
『
北
大
理
学
部
五
十
年
史

一
九
三
〇
―
一
九
八
〇
』
一
九
八
〇
年

北
海
道
大
学
農
学
部
附
属
演
習
林
『
北
大
演
習
林
８０
年
』
一
九
八
一
年

北
海
タ
イ
ム
ス
社
『
北
大
百
年
の
百
人
―
エ
ル
ム
の
杜
の
頭
脳
群
像
―
』
北
海
タ
イ
ム
ス
社
、
一
九
七
六
年

北
海
道
大
学
『
エ
ル
ム
の
学
園
』
一
九
八
九
年

北
海
道
大
学
『
北
海
道
大
学
沿
革
年
表
』
一
九
五
六
年

北
海
道
大
学
『
北
海
道
大
学
沿
革
年
表
』
一
九
六
六
年

北
海
道
大
学
『
北
海
道
大
学
創
基
八
十
年
史
』
一
九
六
五
年

北
海
道
大
学
『
北
大
百
年
史
』
通
説
、
一
九
八
二
年

北
海
道
大
学
『
北
大
百
年
史
』
部
局
史
、
一
九
八
〇
年

北
海
道
大
学
『
北
大
百
年
史
』
札
幌
農
学
校
史
料
（
一
）、
一
九
八
一
年

北
海
道
大
学
『
北
大
百
年
史
』
札
幌
農
学
校
史
料
（
二
）、
一
九
八
一
年

北
海
道
大
学
医
学
部
『
北
大
医
学
部
五
十
年
史

一
九
一
九
―
一
九
六
九
』
一
九
七
四
年

北
海
道
大
学
医
学
部
癌
研
究
施
設
生
化
学
部
門
『
癌
研
生
化
学
十
周
年
記
念
誌
』
一
九
八
三
年
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北
海
道
大
学
医
学
部
第
一
外
科
『
楡
影
五
十
年
』
一
九
七
八
年

北
海
道
大
学
医
学
部
第
二
外
科
『
五
十
年
の
歩
み
』
一
九
七
六
年

北
海
道
大
学
医
学
部
脳
神
経
外
科
『
北
大
脳
神
経
外
科
１０
年
の
歩
み
』
一
九
七
五
年

北
海
道
大
学
医
学
部
皮
膚
科
教
室
『
北
海
道
大
学
医
学
部
皮
膚
科
学
講
座
開
講
４０
周
年
記
念
誌
』
一
九
六
六
年

北
海
道
大
学
医
学
部
附
属
温
泉
治
療
研
究
施
設
北
大
医
学
部
附
属
病
院
登
別
分
院
記
念
誌
編
集
委
員
会
『
五
十
年
の
あ
ゆ
み
』
一
九
八
六
年

北
海
道
大
学
医
学
部
附
属
看
護
学
校
『
看
護
教
育
６３
年
の
歩
み
』
一
九
八
三
年

北
海
道
大
学
医
学
部
附
属
診
療
放
射
線
技
師
学
校
『
閉
校
記
念
誌
』
一
九
八
六
年

北
海
道
大
学
医
学
部
附
属
動
物
実
験
施
設
『
北
海
道
大
学
医
学
部
動
物
実
験
施
設
１０
周
年
記
念
誌
（
施
設
報
告
創
刊
号
）』
一
九
八
三
年

北
海
道
大
学
医
学
部
附
属
病
院
看
護
部
『
看
護
の
あ
ゆ
み
―
北
大
病
院
看
護
部
二
十
周
年
記
念
誌
―
』
一
九
九
六
年

北
海
道
大
学
医
学
部
附
属
病
院
助
産
婦
学
校
『
北
の
年
輪
―
北
海
道
大
学
医
学
部
附
属
助
産
婦
学
校
閉
校
記
念
誌
―
』
一
九
八
五
年

北
海
道
大
学
医
学
部
附
属
病
院
創
立
７５
周
年
記
念
誌
編
集
委
員
会
『
北
海
道
大
学
医
学
部
附
属
病
院
創
立
７５
周
年
記
念
誌
』
一
九
九
六
年

北
海
道
大
学
医
学
部
附
属
病
院
検
査
部
『
北
大
病
院
検
査
部
１０
周
年
記
念
誌
』
一
九
七
三
年

北
海
道
大
学
演
習
林
『
北
海
道
大
学
演
習
林
６０
年
の
歩
み
』
一
九
六
三
年

北
海
道
大
学
学
生
寮
の
新
設
に
伴
う
記
念
事
業
実
行
委
員
会
『
北
海
道
大
学
学
生
寮
新
設
・
閉
寮
記
念
誌
』
一
九
八
三
年

北
海
道
大
学
弓
道
部
『
部
史
』
一
九
七
三
年

北
海
道
大
学
教
育
学
部
創
設
五
十
周
年
記
念
事
業
会
『
写
真
で
つ
づ
る
教
育
学
部
５０
年
―
２１
世
紀
を
展
望
し
て
―
（
一
九
四
九
〜
一
九
九
九
）』
一
九
九
九
年

北
海
道
大
学
教
職
員
組
合
『
写
真
で
つ
づ
る
北
大
職
組
５０
年

一
九
四
六
〜
一
九
九
七
』
一
九
九
八
年

北
海
道
大
学
教
職
員
組
合
『
明
日
を
信
じ
て
―
山
労
２０
年
た
た
か
い
の
記
録
―
』
一
九
九
八
年

北
海
道
大
学
教
養
部
三
十
年
史
編
集
出
版
委
員
会
『
北
海
道
大
学
教
養
部
三
十
年
史
』
一
九
七
九
年

北
海
道
大
学
恵
迪
寮
『
恵
迪
寮
歌
』
一
九
四
七
年

北
海
道
大
学
恵
迪
寮
寮
史
編
纂
委
員
会
『
恵
迪
寮
小
史
（
復
刻
版
）』
一
九
七
五
年

北
海
道
大
学
恵
迪
寮
『
恵
迪
寮
寮
歌
集

北
海
道
大
学
図
書
刊
行
会
』
一
九
七
七
年

北
海
道
大
学
恵
迪
寮
『
恵
迪
寮
寮
歌
集
―
清
純
な
魂
に
憧
れ
る
人
々
へ
―
』
一
九
五
一
年

北
海
道
大
学
恵
迪
寮
『
恵
迪
寮
寮
歌
集
―
清
純
な
魂
に
憧
れ
る
人
々
へ
―
（
改
訂
増
補
版
）』
一
九
八
一
年
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北
海
道
大
学
建
築
工
学
科
創
立
５０
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
『
北
海
道
大
学
工
学
部
建
築
工
学
科
創
立
５０
周
年
記
念
誌
』
一
九
九
九
年

北
海
道
大
学
工
学
部
原
子
工
学
科
『
原
子
工
学
科
３０
年
の
歩
み
』
一
九
九
七
年

北
海
道
大
学
工
学
部
精
密
工
学
科
『
精
密
工
学
科
４０
周
年
記
念
誌
』
一
九
九
八
年

北
海
道
大
学
工
学
部
衛
生
工
学
科
『
北
海
道
大
学
工
学
部
衛
生
工
学
科
２５
年
史
』
一
九
八
二
年

北
海
道
大
学
工
学
部
合
成
化
学
工
学
科
『
北
海
道
大
学
工
学
部
合
成
化
学
工
学
科
創
立
２５
周
年
記
念
誌
』
一
九
八
六
年

北
海
道
大
学
工
学
部
『
北
海
道
大
学
工
学
部
精
密
工
学
科
創
立
１０
周
年
記
念
誌
』
一
九
六
九
年

北
海
道
大
学
工
学
部
金
属
工
学
科
創
立
四
十
周
年
記
念
事
業
会
『
北
大
工
学
部
金
属
工
学
科
四
十
周
年
記
念
誌
』
一
九
八
四
年

北
海
道
大
学
工
学
部
電
気
工
学
科
有
終
記
念
誌
編
集
委
員
会
『
北
大
工
学
部
電
気
工
学
科
有
終
記
念
誌
―
平
成
九
年
三
月
閉
学
科
記
念
―
』
一
九
九
八
年

北
海
道
大
学
工
学
部
旧
合
成
化
学
工
学
科
化
学
工
業
材
料
研
究
室
記
念
誌
刊
行
会
『
役
に
立
た
な
い
こ
と
を
教
え
た
人
と
教
わ
っ
た
人
た
ち
』
朝
日
新
聞
出
版

サ
ー
ビ
ス
、
一
九
九
八
年

北
海
道
大
学
工
学
部
同
窓
会
『
創
立
６０
周
年
記
念
誌
』
一
九
八
四
年

北
海
道
大
学
交
響
楽
団
『
北
海
道
大
学
交
響
楽
団
６０
年
記
念
誌

一
九
七
二
〜
一
九
八
一
』
一
九
八
三
年

北
海
道
大
学
交
響
楽
団
『
北
海
道
大
学
交
響
楽
団
五
十
年
史

一
九
二
一
〜
一
九
七
一
』
一
九
七
一
年

北
海
道
大
学
歯
学
部
・
附
属
病
院
２０
周
年
記
念
事
業
委
員
会
『
北
海
道
大
学
歯
学
部
・
附
属
病
院
２０
周
年
記
念
誌
』
一
九
八
九
年

北
海
道
大
学
歯
学
部
・
附
属
病
院
創
立
３０
周
年
記
念
誌
編
集
委
員
会
『
北
海
道
大
学
歯
学
部
・
附
属
病
院
創
立
３０
周
年
記
念
誌
』
一
九
九
六
年

北
海
道
大
学
歯
学
部
１０
周
年
記
念
事
業
委
員
会
『
北
海
道
大
学
歯
学
部
十
周
年
記
念
誌
』
一
九
七
九
年

北
海
道
大
学
獣
医
学
部
『
北
海
道
大
学
獣
医
学
部
史
』
一
九
六
三
年

北
海
道
大
学
獣
医
学
部
『
黒
澤
亮
助
先
生
の
追
憶
集
―
先
生
の
第
７
回
忌
を
迎
え
て
―
』
刊
行
年
不
詳

北
海
道
大
学
獣
医
学
部
『
創
立
１０
周
年
記
念
北
海
道
大
学
獣
医
学
部
史
』
一
九
六
三
年

北
海
道
大
学
獣
医
学
部
家
畜
衛
生
学
教
室
内
平
戸
先
生
記
念
事
業
会
『
平
戸
勝
七
先
生
追
憶
集
』
一
九
六
六
年

北
海
道
大
学
柔
道
部
『
北
海
道
大
学
柔
道
部
史
―
部
創
立
七
十
年
記
念
―
』
一
九
七
九
年

北
海
道
大
学
準
硬
式
野
球
部
『
部
の
歩
み
―
創
立
４０
周
年
記
念
誌
―
』
一
九
九
二
年

北
海
道
大
学
水
産
学
部
北
水
同
窓
会
『
親
潮
―
北
海
道
大
学
水
産
学
部
創
基
五
十
周
年
記
念
誌
―
』
一
九
五
七
年

北
海
道
大
学
水
産
学
部
北
洋
水
産
研
究
施
設
内
井
上
直
一
教
授
退
官
記
念
会
『
潜
水
艇
く
ろ
し
お
号
―
井
上
直
一
教
授
退
官
記
念
―
』
一
九
七
三
年

論 文 編 494



北
海
道
大
学
ス
ラ
ブ
研
究
セ
ン
タ
ー
『
ス
ラ
ブ
研
究
セ
ン
タ
ー
の
４０
年
』
一
九
九
五
年

北
海
道
大
学
漕
艇
部
『
北
大
漕
艇
部
五
十
年
史
』
一
九
九
六
年

北
海
道
大
学
漕
艇
部
『
北
大
漕
艇
部
二
十
年
史
』
一
九
六
九
年

北
海
道
大
学
大
学
院
農
学
研
究
科
『
宮
部
金
吾
博
士
を
語
る
』
二
〇
〇
一
年

北
海
道
大
学
大
学
院
生
協
議
会
『
北
海
道
大
学
大
学
院
白
書
』
一
九
六
五
年

北
海
道
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
・
文
学
部
『
北
大
文
学
部
五
十
年
の
歩
み
―
創
立
五
十
周
年
記
念
誌
―
』
二
〇
〇
〇
年

北
海
道
大
学
体
育
会
馬
術
部
『
馬
術
部
三
十
年
史
』
一
九
六
二
年

北
海
道
大
学
庭
球
部
後
援
会
『
楡
庭
の
青
春
群
像
―
北
大
庭
球
部
九
十
年
史
―
』
一
九
九
三
年

北
海
道
大
学
電
子
科
学
研
究
所
５０
年
史
編
集
委
員
会
『
応
用
電
気
研
究
所
五
十
年
史

一
九
四
三
〜
一
九
九
二
』
一
九
九
四
年

北
海
道
大
学
電
子
科
学
研
究
所
『
北
海
道
大
学
応
用
電
気
研
究
所
５０
年
小
史
』
一
九
九
二
年

北
海
道
大
学
東
京
同
窓
会
『
都
ぞ
弥
生
―
写
真
集
北
海
道
大
学
東
京
同
窓
会
３５
周
年
記
念
・
社
団
法
人
東
京
エ
ル
ム
会
１５
周
年
記
念
―
』
一
九
七
八
年

北
海
道
大
学
東
京
同
窓
会
、
東
京
エ
ル
ム
会
『
北
大
東
京
同
窓
会
五
〇
年
史
―
社
団
法
人
東
京
エ
ル
ム
会
三
〇
年
史
・
ク
ラ
ー
ク
精
神
の
承
継
の
下
に
―
』
一

九
九
三
年

北
海
道
大
学
農
学
部
作
物
育
種
学
講
座
『
北
海
道
大
学
農
学
部
作
物
育
種
学
講
座
創
立
七
十
周
年
記
念
文
集
』
一
九
八
六
年

北
海
道
大
学
農
林
専
門
部
昭
和
２５
年
農
学
科
卒
業
『
北
大
２５
会
卒
業
５０
周
年
記
念
誌
』
二
〇
〇
〇
年

北
海
道
大
学
馬
術
部
『
北
大
馬
術
部
創
立
四
十
年
記
念
写
真
集
』
刊
行
年
不
詳

北
海
道
大
学
美
術
部
黒
百
合
会
『
黒
百
合
会
―
六
十
周
年
記
念
―
』
一
九
六
六
年

北
海
道
大
学
美
術
部
黒
百
合
会
『
黒
百
合
会
九
十
周
年
記
念
誌
』
一
九
九
九
年

北
海
道
大
学
１２５
年
史
編
集
室
『
写
真
集
北
大
１２５
年
』
二
〇
〇
一
年

北
海
道
大
学
１２５
年
史
編
集
室
『
北
大
の
１２５
年
』
北
海
道
大
学
図
書
刊
行
会
、
二
〇
〇
一
年

北
海
道
大
学
附
属
図
書
館
北
方
資
料
室
編
『
宮
部
金
吾
書
簡
』
一
九
九
三
年

北
海
道
大
学
文
学
部
古
河
講
堂
「
旧
標
本
庫
」
人
骨
問
題
調
査
委
員
会
『
古
河
講
堂
「
旧
標
本
庫
」
人
骨
問
題
調
査
委
員
会
中
間
報
告
書
』
一
九
九
五
年

北
海
道
大
学
文
学
部
古
河
講
堂
「
旧
標
本
庫
」
人
骨
問
題
調
査
委
員
会
『
古
河
講
堂
「
旧
標
本
庫
」
人
骨
問
題
調
査
委
員
会
報
告
書
』
一
九
九
七
年

北
海
道
大
学
法
学
部
『
北
大
法
学
部
を
読
む
』
北
海
道
大
学
図
書
刊
行
会
、
一
九
八
八
年
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北
海
道
大
学
ホ
ッ
ケ
ー
部
Ｏ
Ｂ
会
『
北
海
道
大
学
ホ
ッ
ケ
ー
部
五
十
年
史
』
一
九
七
七
年

北
海
道
大
学
野
球
部
１００
年
史
編
集
委
員
会
『
北
海
道
大
学
野
球
部
１００
年
史

一
九
〇
一
―
二
〇
〇
〇
』
二
〇
〇
一
年

北
海
道
大
学
薬
学
部
同
窓
会
『
北
海
道
大
学
薬
学
部
同
窓
会
創
立
３０
周
年
記
念
誌
』
一
九
八
四
年

北
海
道
畜
産
界
の
恩
人
故
石
沢
達
夫
氏
業
績
顕
彰
会
『
北
海
道
畜
産
界
の
恩
人
石
沢
達
夫
氏
業
績
顕
彰
録
』
一
九
四
四
年

北
海
道
帝
国
大
学
『
行
幸
記
念
誌
』
一
九
四
一
年

北
海
道
帝
国
大
学
『
創
基
五
十
周
年
記
念
祝
典
報
告
』
一
九
二
八
年

北
海
道
帝
国
大
学
『
創
基
五
十
年
記
念
北
海
道
帝
国
大
学
沿
革
史
』
一
九
二
六
年

北
海
道
帝
国
大
学
『
北
海
道
帝
国
大
学
創
基
五
十
周
年
記
念
講
演
集
』
一
九
二
八
年

北
海
道
帝
国
大
学
『
北
海
道
帝
国
大
学
創
基
五
十
年
記
念
写
真
帖
』
一
九
二
六
年

北
海
道
帝
国
大
学
恵
迪
寮
第
二
回
寮
史
編
纂
委
員
会
『
恵
迪
寮
小
史
』
一
九
四
三
年

北
海
道
帝
国
大
学
ス
キ
ー
部
『
記
念
―
創
立
拾
五
年
―
』
一
九
二
六
年

北
海
道
帝
国
大
学
ス
キ
ー
部
『
北
海
道
帝
国
大
学
ス
キ
ー
部
創
立
拾
五
年
記
念
号
』
一
九
二
六
年

北
海
道
帝
国
大
学
農
学
部
昭
和
１４
年
卒
業
同
期
会
古
稀
記
念
誌
編
輯
委
員
会
『
楡
影
』
一
九
八
五
年

北
海
道
帝
国
大
学
農
学
部
附
属
農
場
『
成
墾
二
十
五
年
記
念
出
版

北
海
道
帝
国
大
学
農
学
部
附
属
小
作
農
場
事
業
概
要
』
一
九
三
六
年

北
海
道
帝
国
大
学
文
武
会
美
術
部
『
黒
百
合
会
回
顧
録
』
一
九
三
一
年

北
海
道
帝
国
大
学
文
武
会
美
術
部
『
続
黒
百
合
会
回
顧
録

創
立
三
拾
周
年
記
念
』
一
九
三
六
年

北
海
道
帝
国
大
学
文
武
会
水
泳
部
『
白
熊
―
創
立
拾
五
周
年
記
念
―
』
一
九
三
七
年

北
海
道
帝
国
大
学
野
球
部
『
部
史
』
一
九
三
八
年

北
海
道
大
学
歯
学
部
・
附
属
病
院
２０
周
年
記
念
事
業
委
員
会
『
北
海
道
大
学
歯
学
部
・
附
属
病
院
２０
周
年
記
念
誌
』
一
九
八
九
年

堀
内
寿
郎
『
一
科
学
者
の
成
長
』
北
海
道
大
学
図
書
刊
行
会
、
一
九
七
二
年

堀
内
寿
郎
先
生
記
念
事
業
会
『
漕
魂
堀
内
寿
郎
―
追
悼
文
集
―
』
一
九
八
一
年

前
川
公
美
夫
『
有
島
武
郎
の
札
幌
の
家
』
星
座
の
会
、
一
九
八
七
年

松
井
敬
二
追
悼
文
集
刊
行
委
員
会
『
松
井
敬
二
追
悼
文
集
』
一
九
八
五
年

松
尾
近
二
郎
『
大
技
術
者
廣
井
勇
』
建
築
科
学
社
、
一
九
四
四
年
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松
隈
俊
子
『
新
渡
戸
稲
造
』
み
す
ず
書
房
、
一
九
六
九
年

松
村
松
年
『
松
村
松
年
自
伝
』
社
団
法
人
造
形
美
術
協
会
、
一
九
六
〇
年

丸
山
伝
太
郎
『
長
嶺
林
三
郎
』
一
九
一
五
年

南
鷹
次
郎
先
生
伝
記
編
纂
委
員
会
『
南
鷹
次
郎
』
一
九
五
八
年

宮
部
金
吾
著
、
宮
部
金
吾
博
士
記
念
出
版
刊
行
会
編
『
宮
部
金
吾
』
岩
波
書
店
、
一
九
五
三
年

宮
部
金
吾
著
、
宮
部
金
吾
博
士
記
念
出
版
刊
行
会
編
『
宮
部
金
吾
』
大
空
社
（
岩
波
書
店
一
九
五
三
の
復
刻
）、
一
九
九
六
年

宮
部
金
吾
『
故
新
渡
戸
稲
造
君
小
伝
』
札
幌
同
窓
会
、
一
九
三
四
年

宮
部
金
吾
『
太
平
洋
の
橋
―
新
渡
戸
稲
造
君
の
一
生
―
』
私
製
、
一
九
四
七
年

向
井
承
子
『
北
大
恵
迪
寮
の
男
た
ち
―
６０
年
安
保
か
ら
三
十
年
―
』
新
潮
社
、
一
九
九
一
年

村
田
豊
雄
『
白
堊
館
の
人
た
ち
』
刊
行
年
不
詳

森
本
厚
吉
伝
刊
行
会
『
森
本
厚
吉
』
河
出
書
房
、
一
九
五
六
年

矢
内
原
忠
雄
『
大
学
に
つ
い
て
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
五
二
年

矢
内
原
忠
雄
『
内
村
鑑
三
と
新
渡
戸
稲
造
』
日
産
書
房
、
一
九
四
八
年

山
下
君
を
守
る
会
闘
い
の
記
録
発
行
委
員
会
『
７２
年
北
大
事
件
闘
い
の
記
録
』
一
九
七
七
年

山
田
大
隆
、
高
田
誠
二
『
札
幌
農
学
校
と
欧
米
物
理
書
（
Ⅰ
）
―
旧
蔵
欧
米
物
理
書
の
導
入
傾
向
に
み
る
物
理
教
育
の
概
観
―
』
一
九
八
七
年

山
田
大
隆
、
高
田
誠
二
『
札
幌
農
学
校
と
欧
米
物
理
書
（
Ⅱ
）
―
物
理
教
育
の
施
行
内
容
と
特
徴
、
付

旧
蔵
物
理
書
全
リ
ス
ト
―
』
一
九
八
七
年

山
桝
雅
信
『
ク
ラ
ー
ク
と
内
村
鑑
三
の
教
育
』
日
新
出
版
、
一
九
八
一
年

山
本
泰
次
郎
『
内
村
鑑
三
―
信
仰
・
生
涯
・
友
情
―
』
東
海
大
学
出
版
会
、
一
九
六
六
年

楡
影
寮
閉
寮
記
念
行
事
実
行
委
員
会
『
楡
影

閉
寮
記
念
誌
』
一
九
八
三
年

蘭
交
会
『
麦
秋
駒
井
徳
三
』
一
九
六
四
年

和
田
謹
吾
『
私
の
札
幌
』
一
九
八
七
年

渡
辺
正
雄
『
お
雇
い
米
国
人
科
学
教
師
』
講
談
社
、
一
九
七
六
年

注
１

本
文
献
目
録
は
、
北
海
道
大
学
に
関
す
る
文
献
の
う
ち
、
刊
本
の
形
の
も
の
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
た
。
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注
２

個
人
の
伝
記
の
類
に
つ
い
て
は
、
北
大
の
教
員
、
卒
業
生
に
関
す
る
も
の
の
う
ち
、
北
大
在
職
・
在
学
時
代
の
記
述
が
あ
る
程
度
ま
と
ま
っ
て
な
さ
れ

て
い
る
も
の
を
選
択
し
た
。

注
３
『
北
海
道
大
学
一
覧
』、『
職
員
録
』
な
ど
の
二
次
資
料
や
一
次
資
料
類
は
除
い
た
。
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